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定 例 会
3月8日～18日

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
新
年
度
予
算
の
要
旨
が
述
べ
ら
れ
、
総
額
92
億
４
０
０
０
万
円
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
を
中
心
に
33
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
問
題
に
対
す
る
管
理
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、町
長・副
町
長
の
給
与
の
一
部
を
減
額
す
る
「
安

八
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
」
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
反
対

多
数
で
否
決
し
、
そ
れ
以
外
の
議
案
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
事
案
件
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
と
教
育
長
の
任
命
に
同
意
し
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
全
て
を
適
任
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
予
算
が
承
認

　
歳
入
で
は
町
税
が
４
３
９
７
万

円
と
前
年
度
よ
り
微
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
国
庫
支
出
金
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
対
策

費
負
担
金
の
減
な
ど
に
よ
っ
て
、

２
４
２
５
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続

く
な
か
で
大
き
く
制
約
を
受
け
る

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
役
場
庁

舎
耐
震
補
強
改
修
工
事
、
防
災
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
、
各
種
証
明
の
コ

ン
ビ
ニ
発
行
業
務
な
ど
の
主
要
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
諸
事
業
費
の

増
大
な
ど
、
需
要
額
も
増
大
し
て

い
ま
す
。

◀新年度予算の要旨を述べる堀町長

～災害に強いまちへ～　
・役場庁舎耐震補強改修工事
・防災行政無線デジタル化の最終年度

32.0%

15.2%23.4%

8.3%

8.1%
5.7%

7.3% 町税

繰入金など地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

地方譲与税など

一般会計
町の借入金

歳入
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青
あお

山
やま

 桂
けい

子
こ

氏

新
規
事
業
の
主
な
も
の

《
子
育
て
・
教
育
》

〇
こ
ど
も
園
米
飯
の
提
供

〇
小
学
校
入
学
児
童
へ
の
ラ
ン
　

　
バ
ッ
ク
等
の
入
学
準
備
支
援

〇
地
域
運
動
部
活
動
推
進
事
業

《
健
康
・
福
祉
》

〇
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

○
産
婦
健
康
診
査

《
社
会
基
盤
》

〇
住
民
票
等
各
種
証
明
書
コ
ン
ビ

　
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

《
環
境
》

○
最
終
処
分
場
基
本
構
想
策
定

《
防
災
・
防
犯
》

○
役
場
庁
舎
耐
震
補
強
改
修
工
事

《
産
業
振
興
》

〇
む
す
ぶ
テ
ラ
ス
維
持
管
理
経
費

〇
観
光
Ｐ
Ｒ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ

　
ク
製
作
補
助

《
参
画
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
》

〇
活
力
溢あ

ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助

《
行
財
政
》

〇
第
六
次
総
合
計
画
策
定

４月1日にオープンしたむすぶテラス▶
　（3月30日竣工式が行われました）

新年度予算 総額92億4000万円令和４年度
予算

31.8%

16.5%
11.6%

11.2%

10.8%

6.8%
6.1%

3.2%
0.7%1.2%

0.1%

民生費

土木費

教育費 総務費

公債費

消防費
衛生費

農林水産業費
議会費 商工費

予備費

一般会計
町の借入金
の返済

歳出

◎町民一人当たりに使われるおおよそ
　の金額4２万円

令和４年４月１日現在人口14,516人基準　

民 生 費 134,571 衛 生 費 28,862

総 務 費 69,784 消 防 費 26,037

教 育 費 48,993 農林水産業費 13,453

土 木 費 47,367 議 会 費 4,946
公 債 費

（借金の返済） 45,951 商 工 費 3,085

　（単位：円）

教
育
長
の
選
任
を
同
意

　
渡
邊
　
均
教
育
長
の
辞
任
に
伴

い
、
後
任
の
教
育
長
に
青
山
桂
子

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
の
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
12
月
21
日
ま
で
で
す
。
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予
算
の
概
要

令
和
４
年
度

一般会計

特別会計

国民健康保険

公共下水道事業

水道事業

後期高齢者医療

児童発達支援事業

92億4000万円

一般会計

主な事業は次の通りです。

61億5000万円

▶ 庁舎耐震補強改修工事
役場庁舎の耐震基準を満たすため、令和４年度
から５年度にかけて耐震補強改修工事を行いま
す。

▶ 防災行政無線のデジタル化事業
令和２年度からの継続事業の最終年度です。戸
別受信機や、移動系防災行政無線のデジタル化、
あんぱちナビの情報提供の拡充を行います。

◀ むすぶテラス管理運営経費
令和４年４月１日オープンした「むすぶテラス」
（旧勤労青少年ホーム）の管理を委託します。

予算
総額
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特別会計  水道事業

3億3000万円
令和２年度に完了した「上水道配水場
更新事業」に続く、「管路更新・耐震化
事業」として、配水管の更新に係る詳
細設計を行います。
・総額では昨年度比24.1％増となりま  
  す。

▲上水道配水場（令和2年度完成）

特別会計  児童発達支援事業

2100万円

特別会計  後期高齢者医療

2億800万円
75歳以上の人が、それまでの健康保険
に代わって加入する医療保険制度です。
・被保険者数は、昨年度より93人増の

2165人を見込んでいます。１人当
たりの年額保険料は、平均すると、6
万4557円の見込みです。

・総額では昨年度比8.3％増となります。

障がいのある子どもやその家族に対し
て、発達の状況に応じた指導を早期か
ら行う事業です。
・利用者数は、27人を見込んでいます。
・総額では、職員人件費の減により、
  昨年度比16.0％減となります。

特別会計  国民健康保険特別会計  公共下水道事業

16億800万円9億2300万円
勤務先の健康保険の適用を受けない自営
業者などが加入する医療保険制度です。
・被保険者数は、昨年度より７人減の

2951人を見込んでいます。１人当たり
の年額保険料は、平均すると９万8400
円の見込みです。

・総額では昨年度比4.3％増となります。

浄化センターの維持管理費や公債費（借
入金の返済）などの経常的経費が中心です。
・総額では昨年度比3.1％減となります。
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民
生
文
教

委員会
審査報告

３
月
10
日  

午
前
10
時
か
ら
開
催

▲改修工事が完了した「安八ふれあいセンター」

主
な
審
査
内
容

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、「
安
八
町
出
産
祝
金
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」、

「
安
八
町
祭
壇
使
用
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
」、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
で
、
全
て

の
議
案
を
、
全
員
一
致
で
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
終
了
後
に
、
改
修
工
事

が
完
了
し
た
「
安
八
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

主な質問
と 回 答

Ｑ
第
３
子
20
万
円
・
第
４
子
以
降
へ
は
50
万
円
の
出
産
祝

金
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
に
第
１
子
か
ら
１
人
５
万
円

の
祝
金
の
支
給
と
な
り
ま
す
が
、
５
万
円
で
は
少
子
化

対
策
と
は
言
え
な
い
の
で
は
。

町
長
　
少
子
化
対
策
と
い
う
よ
り
は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
位
置

づ
け
、
広
く
多
く
の
人
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
子
育

て
の
負
担
を
軽
減
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

出
産
祝
金
制
度

Ｑ
新
し
い
制
度
で
あ
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
に
つ
い
て

　
具
体
的
に
。

福
祉
課
主
幹
　
80
歳
以
上
の
人
、
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

で
非
課
税
で
あ
る
人
、
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
手
帳
等
を

所
持
す
る
人
で
、
１
回
の
乗
車
に
つ
き
５
０
０
円
助
成
し
ま
す
。

乗
車
券
は
年
間
最
大
24
枚
ま
で
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
「
広
報

あ
ん
ぱ
ち
４
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
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Ｑ
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
の
交
付
は
い
つ
か
ら
で

す
か
。
町
民
へ
の
お
知
ら
せ
は
。

住
民
環
境
課
長
　
住
民
票
や
所
得
証
明
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
令
和

５
年
３
月
に
は
利
用
開
始
と
な
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
広

報
紙
等
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
二
で
の
証
明
書
等
交
付

Ｑ
令
和
４
年
度
予
算
、
補
修
費
用

１
０
０
万
円
の
計
上
は
妥
当
で
す

か
。

福
祉
課
長
　
最
低
限
の
修
繕
箇
所
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

要
望　
　
　
温
泉
は

毎
年
補
修
し
て

い
ま
す
。
今
後

の
抜
本
的
な
考

え
を
示
し
て
欲

し
い
。

安
八
温
泉
の
補
修
費

Ｑ
当
町
の
取
得
率
は
。
取
得
率
を

上
げ
る
た
め
の
考
え
は
。

住
民
環
境
課
長
　
２
月
末
現
在
で
、
町

の
取
得
率
は
38
・
１
％
。
５
５
７
３
人
で

す
。
国
は
今
年
６
月
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
第
２
弾
と
し
て
、
健
康
保
険
証
、
公

金
受
取
口
座
の
登
録
で
の
ポ
イ
ン
ト
還

元
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

な
い
と
利
用
で
き
な
い
の
で
、
あ
わ
せ

て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
予
算
が
前

年
度
と
同
額
。
町
内
を
網も

う

羅ら

さ

れ
て
い
ま
す
か
。

住
民
環
境
課
長
　
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が

多
い
と
指
摘
さ
れ
た
場
所
を
中
心
に
、

ル
ー
ト
を
変
え
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

要
望　
　
　
町
民
か
ら

ま
だ
ゴ
ミ
が
多
い

と
い
う
声
を
聞
く
。

常
に
見
直
し
を
し

て
く
だ
さ
い
。

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

▲抜本的な見直しが望まれる
　安八温泉

◀クリーンパトロール隊出発式

条例の廃止

条例を廃止するときも議会
の議決が必要です。今定例
会では、斎苑での葬儀が主
流となり、家庭用祭壇を廃
棄するため、「祭壇使用条
例」が廃止されました。

安八町  議会定例会

2022.5.1 あんぱち議会だより　第89号7



総
務
産
建

委員会
審査報告

３
月
11
日  

午
前
10
時
か
ら
開
催

▲完成間近の「むすぶテラス」

主
な
審
査
内
容

　
「
安
八
町
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
」、「
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
の
ほ
か
、
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
改
正
４
議
案
、
消
防
団
員
に
関
す
る
条
例
改
正
２
議
案
、
ゴ
ル
フ
場
関
連
の
損
害
賠
償

の
額
や
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
予
算
、
町
道
路
線
の
廃
止
お
よ
び
認
定
の
計

10
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
た
結
果
、
一
部
反
対
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
議
案
を
承
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
終
了
後
に
「
む
す
ぶ
テ
ラ
ス
」
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

主な質問
と 回 答

Ｑ
一
般
訓
練
や
点
検
な
ど
の
出
動
手
当
に
対
す
る
支
払
い

は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長
補
佐
　
全
体
訓
練
や
、
分
団
ご
と
の
訓
練
が
あ
り
、

費
用
弁
償
と
し
て
支
払
っ
て
い
ま
す
。
金
額
は
、
規
則
に
基

づ
い
て
５
０
０
円
か
ら
３
０
０
０
円
ま
で
の
範
囲
内
で
、
出

初
式
、
安
八
郡
の
訓
練
な
ど
を
含
め
、
全
て
支
払
っ
て
い
ま

す
。

消
防
団
員
に
関
す
る
条
例

Ｑ
予
算
に
対
し
、
半
分
し
か
支
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、　

　
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
す
か
。

企
画
調
整
課
長
補
佐
　
直
接
、
国
や
県
に
申
請
を
さ
れ
た
事
業

者
に
対
し
、
町
が
上
乗
せ
し
て
支
援
金
を
支
給
す
る
と
い
う
性

質
上
、
正
確
な
事
業
者
数
が
把
握
で
き
ず
、
概
算
の
事
業
者
数

で
予
算
計
上
し
た
た
め
で
す
。

事
業
継
続
応
援
支
援
金
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Ｑ
予
算
が
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。
現
在
、
全

体
で
ど
の
く
ら
い
の
地
区
が
加
盟
し
て
い
ま
す
か
。

建
設
調
整
監
　
土
地
が
農
地
か
ら
転
用
さ
れ
る
と
計
算
か

ら
は
除
外
す
る
た
め
、
交
付
金
額
が
減
り
ま
し
た
。
現
在

全
地
区
（
24
地
区
）
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

Ｑ
河
川
、
道
路
維
持
管
理
業
務
の

中
で
、
植
栽
等
の
管
理
は
年
間
ど

の
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長
補
佐　
河
川
維
持
業
務
は
、
除

草
作
業
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
道
路

の
植
栽
管
理
は
、

樹
木
等
の
管
理
と

な
る
た
め
、
樹
木

の
種
類
、
状
態
に

応
じ
て
契
約
の
範

囲
内
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

河
川
や
道
路
の
管
理
（
植
栽
）

Ｑ
地
区
行
政
執
行
経
費
の
内
容
は
。

総
務
課
長
補
佐
　
区
長
・
副
区
長
の
報
酬
、

費
用
弁
償
の
他
に
、
地
区
掲
示
板
等
の

修
繕
費
、
補
助
金
と
し
て
、
地
区
内
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
対
し
て
の
ふ
れ
あ
い

活
動
補
助
金
、
世
帯
割
２
０
０
円
、
公

民
館
１
施
設
に
つ
き
１
万
円
を
交
付
す

る
地
区
活
動
推
進
交
付
金
、
区
長
研
修

に
対
し
て
の
、
区
長
会
研
修
費
補
助
金

が
あ
り
ま
す
。

地
区
行
政
執
行
経
費

ゴ
ル
フ
場
賃
貸
借

Ｑ
今
回
４
年
分
の
賃
貸
借
料
と
遅

延
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
が
、

ゴ
ル
フ
場
契
約
の
今
後
は
。

町
長
　
地
権
者
と
新
規
事
業
者
と
の
契

約
と
な
る
新
た
な
契
約
締
結
に
向
け
て
、

地
権
者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

※
ゴ
ル
フ
場
賃
貸
借

料
に
か
か
る
議
案
に

つ
い
て
は
、
反
対
者

も
あ
り
ま
し
た
が
、

賛
成
多
数
で
承
認
し

ま
し
た
。

　▲地区活動の一環の水路清掃

▲今年度伐採が予定されている
　中須川のり面雑木

◀閉鎖中のゴルフ場

多面的機能支払交付金

活動組織を設立し、地域共
同で行う多面的機能を支え
る活動や、地域資源（農地・
水路・農道等）の質的向上
を支援するもの。

安八町  議会定例会
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質 問［令和２年６月議会］

回 答

結 果

質 問［令和２年３月議会］

回 答

結 果

議
会
改
革

特別委員会
審査報告

３
月
８
日 

午
後
３
時
40
分
か
ら
開
催

主
な
協
議
項
目

新
年
度
の
議
会
報
告
会
の
開
催
の
有
無
、
議
会
の

動
画
配
信
に
つ
い
て
を
協
議
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
は
延
期

議
会
の
動
画
配
信
に
つ
い
て
を
協
議

　
議
会
報
告
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
延
期
と

し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
の
動
画
配
信
に

つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
の

状
況
、導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
継
続
し
て
審
議
し
ま

す
。

追跡！追跡！追跡！どうなった？一般質問
過去に行われた、一般質問の結果を検証します。第20弾

　　　当初の返礼品▶
（議会だより№81号掲載）

老朽化が懸念される▶
森部排水機場

（議会だより№82号掲載）

自家発電機のない排水機場に疑問
排水機２カ所は老朽化が進んでいて、ポンプ
は電動式であり、停電時には使えなくなる。
自家発電装置の導入を考えていますか。

施設のオーバーホールや点検で長寿命化を図
りつつ、県と協議をしながら、更新計画に盛
り込みます。電力会社との停電復旧のための
応援協力についての協定締結を進めています。

令和2年9月に電力会社と重要施設の早期停電
復旧を目的とした協定を締結しました。設備
更新時にディーゼルエン
ジン式のポンプの導入も
検討します。

ふるさと納税制度で活性化を
インターネットサイトを活用し、もっとＰＲ
をしては。また、「ふるさと納税の健全な発展
を目指す自治体連合会」などに加盟して、正
しいノウハウを習得しては。

SNS等を活用した情報発信に務めると共に、
寄付者が利用しやすいホームページの見直し
も進めます。引き続き魅力ある返礼品のライ
ンナップをしＰＲに努めます。

ふるさと納税掲載サイ
トや返礼品を追加し、
業務委託も締結しまし
た。その結果、令和３
年度の寄附額は令和２
年度の10倍以上に増え
ました。

◀リニューアルされた
　町のホームページ
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一般質問の全文は町ホームペー
ジでご覧になれます。スマート
フォンはこちらから。

町
政
を問

う

一般質問
A N P A C H I

プラごみの収集方法の再考を
質 問  岩田 讓治  回 答  民生調整監

町所有の土地活用は
質 問  山中 美惠子  回 答  町長

ゴルフ場の今後は
質 問  傍嶋 邦博  回 答  町長

脱炭素社会に向けた取組と
方向性は

質 問  石原 英一 回 答   町長

あんぱちナビの有効活用を
質 問  渡邊 裕光
回 答  総務課長

「にしみのライナー」
バス停留所周りの整備は

質 問  坂 　悟
回 答  住民環境課長

一
般
質
問
と
は

議
員
の
日
常
活
動
や
考
え
方
に
基
づ
き
、
町
の
行
政
全
般
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
町
の
施
策
や
状
況
の
報
告
、
説
明
を
求
め
た
り
す
る
質
問
の
こ

と
で
す
。
年
に
４
回
開
催
す
る
定
例
会
の
最
終
日
に
行
い
ま
す
。
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４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
・
包
装
類
の
分
別
回
収
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
目
的
に
新
し
く
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
回
収
日
は
、
１
カ

月
に
１
回
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ビ
ン
と
同
じ
日
で
、
家
庭
で
保
管

す
る
に
は
量
が
多
く
、
か
さ
ば
り

ま
す
。
集
積
所
に
集
め
る
と
道
路

に
出
て
し
ま
う
程
で
す
。

問

回
収
日
の
増
加
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

答

費
用
の
増
大
、
地
区
の
当

番
管
理
も
あ
り
、
早
急
な

対
応
は
難
し
い
で
す
が
、
今
後
検

討
し
ま
す
。

問

町
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
・
包
装
類
を
常
時
持
ち

込
み
可
能
な
場
所
を
造
っ
て
は
ど

う
で
す
か
。

答

早
急
に
持
ち
込
み
場
所
を

考
え
ま
す
。
令
和
４
年
度

か
ら
、
新
し
い
最
終
処
分
場
の
計

画
を
進
め
ま
す
。
そ
の
一
画
を
利

用
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
・

包
装
類
の
持
ち
込
み
場
所
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問

分
別
の
基
準
が
は
っ
き
り

し
な
い
も
の
が
あ
り
、
も
っ

と
詳
し
く
。

答

町
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
の

多
い
も
の
は
「
広
報
あ
ん

ぱ
ち
」
で
追
加
基
準
を
掲
載
し
な

が
ら
、
体
制
が
整
っ
た
ら
、
手
引

書
を
作
成
・
配
布
し
ま
す
。

岩
いわ

田
た

 讓
じょう

治
じ

山
やまなか

中 美
み

惠
え

子
こ

プ
ラ
ご
み
の
収
集
方
法
の

再
考
を

今
後
持
ち
込
み
場
所
を
検
討
し
ま
す

第
６
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
み
ま
す

答
弁
●

民
生
調
整
監

▲ペットボトル等回収日の集積所

▲活用が望まれる南今ヶ渕の町有地

町
所
有
の
土
地
活
用
は答

弁
●

町　
長

問

安
八
町
所
有
の
南
今
ヶ
渕

中
筋
の
約
７
２
０
０
㎡
の

土
地
は
、
取
得
後
50
年
近
く
経
過

し
た
が
、
除
草
等
を
行
っ
て
い
る

だ
け
で
す
。
町
に
と
っ
て
の
有
効

活
用
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
災
害
時
に
は
防
災

拠
点
と
な
る
公
園
を
整
備
し
て
、

避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

な
構
造
物
を
建
て
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

答

当
該
町
所
有
地
は
、
町
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
防

災
拠
点
と
な
る
公
園
と
し
て
整
備

で
き
れ
ば
、
普
段
は
防
災
キ
ャ
ン

プ
や
防
災
訓
練
な
ど
を
行
い
、
災

害
時
に
は
テ
ン
ト
を
設
備
し
、
避

難
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

大
変
有
効
に
利
用
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
の
防
災
に
対
す

る
施
設
の
整
備
は
必
須
事
項
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

町
所
有
の
土
地
利
用
に
対
し
て
活

用
の
あ
り
方
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
踏
ま
え
、
第
６
次
総
合
計
画

に
盛
り
込
み
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

問

中
学
生
に
防
災
教
育
の
一

環
と
し
て
作
文
を
！

答

来
年
度
以
降
学
校
の
全
体

計
画
に
位
置
付
け
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
活
か
せ
る
よ
う

に
助
言
や
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　   

　[

答
弁
●

教
育
長]
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 一般質問
A N P A C H I

坂
ばん

 　　悟
さとる

石
いしはら

原 英
ひでかず

一

答
弁
●

町　
長

問

ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
の
朝
の

交
通
量
は
多
く
、
安
全
に

乗
り
降
り
で
き
る
バ
ス
停
に
な
る

よ
う
、
停
車
道
路
幅
の
改
善
は
。

答

バ
ス
停
車
幅
は
、
早
急
に

整
備
で
き
る
も
の
で
は
な

い
で
す
が
、
安
全
対
策
の
検
討
を

し
ま
す
。

問

町
で
は
、
運
行
に
合
わ
せ
て
、

バ
ス
停
に
隣
接
し
た
街
灯

付
き
の
駐
輪
場
や
駐
車
場
を
整
備

さ
れ
ま
し
た
が
、
利
用
さ
れ
た
方

か
ら
「
舗
装
が
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
雨
天
時
に
靴
が
汚
れ
使
用
し

づ
ら
い
。」
と
の
残
念
な
声
を
聞

い
て
い
ま
す
。

　
一
案
で
す
が
、
安
八
温
泉
か
ら

の
始
発
終
点
バ
ス
を
、
ス
マ
ー
ト

IC
駐
車
場
ま
で
延
長
さ
せ
る
。
ス

マ
ー
ト
IC
駐
車
場
を
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
化
へ
拡
張
す
る
。
利
用
者
の

増
加
で
さ
ら
に
利
便
性
の
向
上
が

期
待
さ
れ
、
名
古
屋
市
中
心
部
へ

の
通
勤
圏
と
し
て
認
知
さ
れ
、
地

域
開
発
に
も
弾
み
が
つ
く
と
思
い

ま
す
。

答

当
面
は
、
現
状
の
駐
車
場

形
態
の
ま
ま
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
今
後
ス
マ
ー
ト
IC
周
辺

の
土
地
利
用
計
画
の
中
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

「
に
し
み
の
ラ
イ
ナ
ー
」

バ
ス
停
留
所
周
り
の
整
備
は

土
地
利
用
計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す

答
弁
●

住
民
環
境
課
長

▲「にしみのライナー」駐車場

▲ハートピア安八駐車場のソーラー式街路灯

早
い
段
階
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
ま
す

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

取
組
み
と
方
向
性
は

問

国
が
推
進
す
る
「
２
０
５
０

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

宣
言
を
発
信
し
、
脱
炭
素
の
先
進

自
治
体
と
し
て
第
６
次
総
合
計
画

に
盛
り
込
ん
で
は
。

答

こ
れ
ま
で
公
共
施
設
の
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
町
内

の
街
路
灯
約
１
０
０
０
基
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
公
用

車
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
を
４
台

導
入
し
、
今
後
は
電
気
自
動
車
の

導
入
も
検
討
し
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
は
、
小
中
学
校
な
ど
に
設

置
し
、
一
般
住
宅
の
設
置
に
は
、

平
成
14
年
か
ら
令
和
２
年
の
間
に

５
１
５
世
帯
に
補
助
金
を
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ご
み
の
削
減
・
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
に
自
治
会
な
ど
へ

補
助
も
し
て
い
ま
す
。

　
現
状
を
把
握
し
、
町
内
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
、
早
い
段
階
で
宣

言
を
行
い
、「
第
６
次
総
合
計
画
」

で
位
置
付
け
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

問

読
書
感
想
を
述
べ
あ
う
「
ビ

ブ
リ
オ
・
ト
ー
ク
」
な
ど

図
書
館
教
育
の
今
後
は
。

答

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
、

人
生
を
切
り
開
く
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
願
い
、
読
書
活

動
の
推
進
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 [

答
弁
●

教
育
長]
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問

地
権
者
へ
の
説
明
と
今
後

の
土
地
活
用
は
。

答

賃
料
支
払
い
の
猶
予
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
。
町

が
土
地
を
買
い
取
る
事
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
も
ゴ
ル
フ
場
と

し
て
活
用
す
る
方
向
で
各
所
と
協

議
し
て
い
ま
す
。

問

未
払
い
賃
料
と
損
害
賠
償

額
（
利
息
）
の
支
払
い
義

務
と
今
後
の
契
約
形
態
は
。

答

４
年
分
の
未
払
い
賃
料
と

遅
延
利
息
が
発
生
し
ま
し

た
。
町
に
は
地
権
者
へ
支
払
い
の

義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
単

年
度
で
支
払
い
を
す
れ
ば
こ
ん
な

事
は
起
き
な
か
っ
た
が
、
町
費
を

投
入
す
る
事
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
債
権
者
と
し
て
、
長

良
川
（
株
）
に
債
務
の
履
行
を
強

く
主
張
し
ま
す
。

　
今
後
の
契
約
形
態
は
、
新
し
い

事
業
者
と
地
権
者
で
契
約
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

問

賃
料
と
損
害
賠
償
額
（
合

計
５
２
７
２
万
円
）
を
回

収
出
来
な
か
っ
た
時
の
町
長
の
責

任
は
。

答

全
責
任
を
負
う
覚
悟
で
い

ま
す
。
責
任
の
取
り
方
や

期
日
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

あ
ん
ぱ
ち
ナ
ビ
は
、
令
和

２
年
４
月
か
ら
運
用
さ
れ

２
年
が
た
ち
ま
し
た
。
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
は
、
町
民
全
体
に
伝
え

た
い
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
見
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
今
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
と
気
象
情
報
が

中
心
で
、
代
わ
り
映
え
し
ま
せ
ん
。

メ
ニ
ュ
ー
を
開
い
て
も
、
情
報
が

古
い
も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
町
の
施
設
で
新
し
く

で
き
る
、
む
す
ぶ
テ
ラ
ス
を
町
民

に
知
ら
せ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
活

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
り
、

住
民
生
活
に
直
結
す
る
道
路
工
事

や
、
災
害
時
で
の
情
報
を
、
広
報

無
線
と
と
も
に
、
も
っ
と
、
あ
ん

ぱ
ち
ナ
ビ
を
利
用
し
て
情
報
を
伝

え
る
よ
う
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答

令
和
４
年
３
月
10
日
現
在

で
あ
ん
ぱ
ち
ナ
ビ
へ
の
登

録
は
２
８
８
８
件
で
、
町
民
の
約

20
％
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
情
報

を
、
各
所
属
課
か
ら
収
集
し
情
報

配
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
登
録

者
数
が
増
え
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
機
能
の
追
加
提
供
を
行
う

た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
関
係
課

と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

渡
わた

邊
なべ

 裕
ひろ

光
みつ

傍
そば

嶋
じま

 邦
くに

博
ひろ

あ
ん
ぱ
ち
ナ
ビ
の

　
　
　
　
有
効
活
用
を

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
機
能
を
追
加
し
ま
す

最
大
の
課
題
は
、
事
業
承
継
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
で
す

答
弁
●

総
務
課
長

▲機能が追加されるあんぱちナビ

▲今後も活用が望まれるゴルフ場

一般質問
A N P A C H I

ゴ
ル
フ
場
の
今
後
は

答
弁
●

町　
長
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決
議
案
　
全
員
一
致
で
可
決

　
定
例
会
初
日
に
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
非
難
す

る
決
議
」
を
追
加
議
題
と
し
て
提
出
し
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
非
難
す
る
決
議

　
去
る
２
月
24
日
、
国
際
社
会
の
懸
命
な
外
交
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
開
始
し
た
。

　
こ
の
侵
略
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
の
一
体
性
を
侵
害
し
、

武
力
の
行
使
を
禁
ず
る
明
白
な
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
連

憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
り
、
本
議
会
は
こ
れ
を
厳
し
く
非
難
す
る
。

　
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
、
国
際
秩
序
の
根
幹
を
脅お
び
やか

す
行

為
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
対
す
る
攻
撃
を
即
刻
停
止
し
、
部
隊
を
ロ
シ
ア
国
内
に
撤
収

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
ま
た
、
我
が
国
は
残
忍
な
核
攻
撃
を
受
け
た
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
発
言
を
断
固
と
し
て

許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
国
に
お
い
て
は
、
在
留
邦
人
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国

民
生
活
へ
の
影
響
対
策
に
つ
い
て
万
全
を
尽
く
す
こ
と
を
要
請
す
る
。

　
併
せ
て
、
核
兵
器
の
使
用
禁
止
を

対
外
的
に
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
と
連
携
し
、
世
界
の
恒
久

平
和
の
実
現
と
国
際
秩
序
の
維
持
に

向
け
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
要
請

す
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
令
和
４
年
３
月
８
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
八
町
議
会

決　議
議会の意思を表明するも
ので、政治的効果を期待
して、あるいは議会の意
思を対外的に表明するこ
とが必要であるなどの理
由でなされる議決をいい
ます。

対　

談
青
山 

桂
子 

教
育
長

　
　
⇕ 

聞
き
手　
石
原 

英
一
議
員

議
会
で
任
命
に
同
意

青
山
教
育
長
　
議
会
で
、
任
命
同

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
愛
」
に
あ
ふ
れ
た
教
育
の
推
進

を
掲
げ
、
子
ど
も
を
第
一
に
考
え
、

予
想
で
き
な
い
未
来
を
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
育
て
る
教
育
に
、

教
職
員
一
同
、
一
致
団
結
し
て
取

り
組
む
所
存
で
す
。

石
原
　
結
小
学
校
校
長
在
任
中
、

子
ど
も
た
ち
の
ト
イ
レ
に
、
生
理

用
ナ
プ
キ
ン
を
常
設
す
る
と
い
っ

た
気
配
り
な
ど
、
安
八
町
初
の
女

性
教
育
長
と
し
て
、
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

青
山
教
育
長
　
お
互
い
の
身
体
の

仕
組
み
は
理
解
し
な
が
ら
も
、
普

段
の
生
活
に
お
い
て
は
、
男
性
だ

か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
い
っ
た
概

念
が
な
く
な
る
教
育
が
必
要
で
す
。

時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
が
。

石
原
　
教
員
の
働
き
方
改
革
に
関

し
て
は
。

青
山
教
育
長
　
男
性
教
諭
の
育
児

休
業
、
女
性
教
諭
の
生
理
休
暇
は

積
極
的
に
活
用
で
き
る
環
境
に
努

め
ま
す
。
特
に
育
児
休
業
に
関
し

て
は
時
代
が
変
わ
り
、
核
家
族
化

傾
向
は
増
加
し
、
夫
婦
で
一
緒
に

子
育
て
す
る
環
境
作
り
は
必
須
で

す
。
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
先
生
方
ご
自
身
の
健
康
や

ご
家
族
も
大
切
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

教育長の任命

町長が教育長を新しく任
命するためには議会で同
意を得なければなりませ
ん。

　議 会 あ れ こ れ 



あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
大

平
　

文
雄

　
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

503-0198 　
岐

阜
県

安
八

郡
安

八
町

氷
取

161
本

紙
に

個
人

の
顔

写
真

・
氏

名
な

ど
を

掲
載

す
る

場
合

に
は

あ
ら

か
じ

め
本

人
ま

た
は

保
護

者
か

ら
の

了
解

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

議会に関するご意見ご要望は、
議会事務局までご一報ください。

TEL

0584-64-5011FAX
   E-mailでも受け付けています。
gikai@town.anpachi.gifu.jp

議会事務局直通
0584-64-4931

―　
『
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス

ト
』
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
応
募
す
る

き
っ
か
け
は
。

奥
田
さ
ん　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
募
集
を

見
か
け
、
過
去
の
受
賞
者
に
は
、

社
会
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る

人
が
多
く
、
単
に
女
性
の
見
か

け
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
が
社

会
で
活
動
す
る
た
め
の
大
会
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
素
敵
だ
な

と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

―　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
（
性

別
の
格
差
等
）
に
興
味
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
が
。

奥
田
さ
ん　
大
学
に
入
る
ま
で

は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
が
な
く
、

高
校
時
代
、「
理
系
を
選
ぶ
女
性

が
少
な
い
な
ぁ
。」
と
思
っ
た

く
ら
い
で
し
た
。
大
学
の
社
会

学
の
講
義
で
、
理
系
＝
男
性
の

イ
メ
ー
ジ
が
影
響
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

通
っ
て
い
る
東
大
の
女
子
学
生

が
全
体
の
２
割
と
い
う
現
実
も

知
り
、
現
在
様
々
な
観
点
か
ら

学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―　
日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
に
関
し
て
遅
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

奥
田
さ
ん　
解
決
に
は
時
間
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
関

係
す
る
本
を
読
ん
だ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
立
場
の
人
の
意
見
を
聞

く
な
ど
で
、
少
し
ず
つ
進
ん
で

行
く
の
で
は
。

―　
休
み
の
日
は
何
を
。

奥
田
さ
ん　
読
書
で
す
。
本
が

大
好
き
で
、低
学
年
の
時
に「
ハ

リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
』
を
読
ん
だ
時

の
頭
に
浮
か
ん
だ
鮮
明
な
光
景

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
以

来
、
学
校
の
図
書
館
は
も
ち
ろ

ん
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
に
も
よ

く
通
い
ま
し
た
。

―　
将
来
の
目
標
は
。

奥
田
さ
ん　
近
い
目
標
と
し
て
、

９
月
か
ら
１
年
間
イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
て
、他
国
の
政
治
、経
済
、

法
律
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
卒
業

後
は
今
の
と
こ
ろ
公
務
員
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

―　
安
八
町
に
対
し
て
ひ
と

こ
と
。

奥
田
さ
ん　
安
八
町
に
帰
っ
て

く
る
と
温
か
く
て
ホ
ッ
と
し
ま

す
。
散
歩
中
、
知
ら
な
い
人
と

で
も
あ
い
さ
つ
が
交
わ
せ
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
。
当
た
り
ま
え

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
東
京
で
は

少
な
い
で
す
。
こ
の
温
か
さ
は

変
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

◆◆◆  編　集　後　記  ◆◆◆
　
　今号からリニューアルし、フル
カラー刷りになりました。テレビ
やコンピューターで使用できる
1677 万色に対し、印刷で使用で
きるのは理論上 1 億色あります。
（実際よく使用するのは 100 色
程度ですが。）刷られた色の見え方
も感じ方も千差万別。たとえば、
自分が手に取って見て感じる黄色
と他の人が見ている黄色とは全く
同じとは限らないということです。
これは人間にも言えることです。
男性から見た女性、女性から見た
男性、実は見え方も感じかたもそ
れぞれ。自分が他人に対して思っ
ていることと本人が感じているこ
とが一致していないことも多い。
　今回、奥田香綸さんにインタ
ビューさせていただきながら、
ジェンダーに対する問題意識に対
して考えさせられました。多様性
と口では簡単に言うけれど、実践
するのは難しい。多様性を認める
先進自治体になっていくよう後押
しする「議会だより」でありたい
と改めて思います。（石原　英一）

◆◆◆ 編　集　委　員  ◆◆◆
 　  委員長      石原　英一
 副委員長 渡邊　裕光
 委員 岩田　讓治
  大平　文雄
　　　　　　　坂　　　悟

ミス日本コンテスト 2022 審査に臨む奥田さん
（写真提供：一般財団法人ミス日本協会）

大学の講義を受講する奥田さん

表紙の題字「あんぱち」は

　棚
たな

橋
はし

 里
り

央
お

菜
な

 さん
　　   名森小学校６年の作品です　　
　

聞き手／石原　英一
渡邊　裕光 
岩田　讓治

住民参加
企　　画

紙面の都合上、全議論を掲載で
きませんので、抜粋しています。

安八町議会 HP はこちら→
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奥
お く

田
だ

　香
か

綸
り ん

さん
先日開催された「第54回ミス日本コンテスト
2022」のファイナリストに選ばれ、大学では
法律を学び、将来は公務員を目指している奥田
さんにお話を聞きました。　　　　（３月25日）

東結芝原地区

interview
町民インタビュー

将来は公務員を
　目指したい‼

町民インタビュー
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